
総人口　10,959 人 (+12)
男　　　  5,582 人 (+ 9 )
女　　　  5,377 人 (+ 3 )
世帯数　  5,125 人 (+19)

　海で魚やタコをついて捕る道具に銛（モリ）があります。銛にも一本

歯と三本歯があり、方言でンジュミまたはウジミなどと呼ぶそうです。

一本歯の銛はサンゴ礁の穴に隠れたタコや魚をとったりするために使

用されたといわれています。博物館第一展示室の恩納村の暮らしの

コーナーでご覧いただけます。

ンジュミ（一本銛）
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2018

　
本
日
、
平
成
30
年
度
の
予
算
並
び

に
議
案
の
審
議
を
お
願
い
す
る
に
あ

た
り
、
私
の
所
信
並
び
に
主
要
施
策

の
概
要
を
申
し
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
私
が
、
村
長
に
就
任
し
て
か
ら
は

や
３
年
の
歳
月
が
経
過
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、「
元
気
で
、
活
力
あ
る
恩

納
村
」
の
創
出
を
基
本
に
公
約
の
実

現
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
こ

れ
も
ひ
と
え
に
村
民
の
皆
様
並
び
に

議
員
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
結

果
と
考
え
て
お
り
、
こ
こ
ろ
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
度
は
、
村
政
１
１
０
周
年
の
記

念
す
べ
き
年
に
な
り
ま
す
。
節
目
を

祝
う
記
念
式
典
の
開
催
や
記
念
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
第
35
回
う
ん
な
ま
つ
り

に
お
き
ま
し
て
「
サ
ン
ゴ
の
村
宣
言
」

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。「
恩
納

村
第
５
次
総
合
計
画
・
後
期
基
本
計

画
」
並
び
に
「
恩
納
村
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
重
点
施

策
で
あ
る
若
年
層
の
定
住
促
進
に
つ

き
ま
し
て
は
、
住
ま
い
の
確
保
や
子

育
て
世
帯
の
支
援
強
化
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
村
立
中
学
校
統

合
に
つ
き
ま
し
て
も
中
学
校
統
合
推

進
室
を
新
設
し
、
平
成
32
年
４
月
開

校
に
向
け
た
諸
作
業
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
平
成
30
年
度
の
各
分
野

に
お
け
る
施
策
の
概
要
に
つ
い
て
ご

説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

（
１
）
教
育
行
政
に
つ
い
て

　
村
の
将
来
を
担
う
人
材
を
育
成
す

る
上
で
、
人
づ
く
り
は
む
ら
づ
く
り

を
基
本
と
し
て
捉
え
、
学
校
及
び
社

会
教
育
の
果
た
す
役
割
は
大
き
く
、

幼
稚
園
及
び
義
務
教
育
に
お
い
て
学

習
の
基
盤
と
な
る
資
質
・
能
力
（
言

語
能
力
、
情
報
活
用
能
力
、
問
題
発

見
・
解
決
能
力
等
）
の
育
成
及
び
主

体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
教
育

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
安
心
し
て
学
習
の
で
き
る

環
境
を
つ
く
る
た
め
、
就
学
前
か
ら

の
支
援
を
展
開
し
、
自
ら
学
ぶ
意
欲

を
育
て
、
学
力
の
向
上
を
目
指
す
と

と
も
に
、
豊
か
な
表
現
力
と
ね
ば
り

強
さ
を
も
ち
、
心
豊
か
で
健
や
か
な

人
生
の
実
現
を
め
ざ
す
教
育
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

①
幼
稚
園
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

　
幼
稚
園
教
育
に
お
い
て
は
、
引
き

続
き
保
護
者
の
理
解
を
得
て
、
園
児

の
少
な
い
幼
稚
園
を
休
園
と
し
、
地

域
及
び
保
護
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

幼
児
教
育
の
充
実
及
び
預
か
り
保
育

の
拡
大
を
活
用
し
た
合
同
幼
児
教
育

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

②
学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

　
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
い
じ
め

や
不
登
校
及
び
家
庭
の
抱
え
る
諸
問

題
等
、
き
め
細
か
い
支
援
を
行
う
た

め
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
を
増
員
し
、
一
人
ひ
と
り
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
支
援

を
充
実
さ
せ
、
家
庭
環
境
か
ら
起
因

す
る
諸
問
題
へ
の
教
育
的
及
び
福
祉

的
側
面
か
ら
の
支
援
を
継
続
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
保
護
者
へ
の
経
済
的
支
援
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
学
用
品
費
、
給
食
費

等
の
就
学
援
助
の
就
学
前
給
付
の
実

施
や
遠
距
離
通
学
支
援
等
を
継
続
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き

続
き
、
恩
納
村
第
３
子
以
降
学
校
給

食
費
免
除
を
実
施
し
、
更
な
る
経
済

的
支
援
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

③
中
学
校
統
合
に
つ
い
て

　
村
立
中
学
校
統
合
に
お
い
て
は
、

平
成
30
年
度
よ
り
、
本
格
的
な
工
事

を
実
施
し
、
目
に
見
え
た
形
で
の
事

業
展
開
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

更
に
は
、
教
育
委
員
会
内
に
中
学
校

統
合
推
進
室
を
新
設
し
、
中
学
校
統

合
推
進
協
議
会
を
立
ち
上
げ
各
部
会

に
お
い
て
「
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
」

を
目
指
し
、
平
成
32
年
４
月
開
校
に

向
け
た
諸
作
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

④
学
校
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

　
児
童
生
徒
が
安
全
で
快
適
な
教
育

環
境
の
な
か
で
学
校
生
活
が
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
老
朽
化
し
て
い

る
学
校
施
設
の
修
繕
等
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

⑤
学
校
給
食
に
つ
い
て

　
学
校
給
食
で
は
、
関
係
課
と
連
携

し
、
恩
納
村
地
産
地
消
推
進
計
画
を

基
に
、
地
産
地
消
の
充
実
を
図
り
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
学
校
給
食

を
提
供
す
る
と
と
も
に
安
心
安
全
な

学
校
給
食
の
提
供
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

（
２
）
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振

　
　 

興
に
つ
い
て

　
①
生
涯
学
習
に
つ
い
て

　
生
涯
学
び
続
け
る
こ
と
を
支
援
す

る
た
め
、
各
種
講
座
を
開
設
し
ま
す
。

生
活
の
質
の
向
上
、
人
材
の
育
成
・

活
用
を
図
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
更

な
る
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
の
活
用
機

会
を
増
や
し
、
学
校
・
家
庭
・
地
域

の
連
携
を
充
実
さ
せ
、
地
域
の
教
育

力
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

②
青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て

　
青
少
年
の
自
主
的
社
会
参
加
を
促

進
し
ま
す
。
家
庭
・
学
校
地
域
が
一

体
と
な
り
青
少
年
に
と
っ
て
よ
り
よ

い
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　
青
少
年
の
自
主
性
、
社
会
性
、
国

際
性
、
協
調
性
を
育
む
た
め
に
、
引

き
続
き
ア
ジ
ア
圏
内
「
文
化
・
交
流
」

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
派
遣
事
業
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

③
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ
い
て

　
村
民
が
生
涯
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ

に
親
し
む
こ
と
で
健
康
の
保
持
、
体

力
の
維
持
向
上
、
村
民
の
交
流
を
図

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
施
設
の
開
放

に
努
め
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
大
会
等

を
開
催
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
指
導
者
の
育
成
を
図
り
、

ス
ポ
ー
ツ
団
体
を
活
性
化
に
導
き
、

底
辺
の
拡
大
、
優
秀
競
技
者
・
団
体

を
支
援
し
、
競
技
力
の
向
上
に
努
め

ま
す
。

１

は
じ
め
に

2

教
育
・
文
化
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（
３
）
文
化
の
振
興
に
つ
い
て

　
①
文
化
活
動
と
文
化
財
に
つ
い
て

　
　
国
指
定
の
山
田
城
跡
、
仲
泊
遺

跡
、
国
頭
方
西
海
道
や
県
指
定
名
勝
・

万
座
毛
の
保
存
・
管
理
・
活
用
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
村
内
の
埋
蔵
文
化

財
の
調
査
並
び
に
文
化
財
の
村
指
定

に
取
り
組
み
、
文
化
財
保
護
思
想
の

普
及
を
図
り
ま
す
。
更
に
、
地
域
の

伝
統
芸
能
等
の
継
承
や
村
民
の
幅
広

い
文
化
活
動
を
奨
励
し
、
文
化
協
会

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

②
博
物
館
に
つ
い
て

　
本
村
の
自
然
、
歴
史
、
文
化
等
に

関
す
る
資
料
の
収
集
、
整
理
に
努
め

ま
す
。
資
料
の
保
存
及
び
調
査
研
究

に
努
め
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
活
用
し

て
、
企
画
展
や
講
座
等
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

③
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　
村
民
の
自
主
学
習
、
情
報
収
集
の

機
会
を
提
供
す
る
機
関
と
し
て
、
ひ

と
づ
く
り
、
む
ら
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。
ま
た
恩
納
村
を
訪
れ
る
観
光

客
へ
の
情
報
発
信
並
び
に
相
互
の
交

流
を
図
る
拠
点
と
し
て
、
関
係
機
関

等
と
連
携
し
、
講
演
会
や
企
画
展
を

開
催
し
ま
す
。

（
４
）
国
際
交
流
の
推
進
に
つ
い
て

　
国
際
交
流
事
業
推
進
に
つ
き
ま
し

て
は
、
沖
縄
振
興
特
別
推
進
交
付
金

を
活
用
し
、
村
内
青
年
２
名
を
海
外

移
住
地
へ
派
遣
す
る
ほ
か
、
海
外
移

住
地
子
弟
等
研
修
生
の
２
名
を
受
入

れ
、
海
外
移
住
地
村
人
会
と
の
交
流

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
１
）
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

　
村
民
の
健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
る

た
め
、
健
康
診
断
及
び
が
ん
検
診
受

診
率
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
村
民
一
人
ひ
と
り
の
特
性
に

合
わ
せ
た
受
診
勧
奨
を
行
う
と
と
も

に
、
村
内
関
係
機
関
や
事
業
所
等
と

連
携
し
た
広
報
活
動
を
展
開
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
健
康

診
断
や
が
ん
検
診
に
か
か
る
受
診
者

負
担
額
の
軽
減
に
取
り
組
み
受
診
し

や
す
い
環
境
の
整
備
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
目
前
に
迫
っ
た
超
高
齢
社
会
に
お

い
て
は
、
糖
尿
病
や
認
知
症
等
の
疾

患
が
急
増
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
疾
患
は
、
生
活
習
慣

病
と
大
き
く
関
連
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、「
生
活
習
慣
病
対
策
」
を
重
点

施
策
と
し
て
位
置
づ
け
、
糖
尿
病
等

の
生
活
習
慣
病
の
「
発
症
予
防
」
と

心
臓
病
や
脳
血
管
疾
患
、
腎
臓
病
等

の
重
大
な
疾
患
を
防
ぐ
た
め
「
重
症

化
予
防
対
策
」
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
健
康
福
祉
ま
つ
り
で
は
、
健
康
や

福
祉
の
体
験
ブ
ー
ス
の
充
実
や
様
々

な
世
代
の
村
民
が
健
康
を
楽
し
め
る

企
画
の
充
実
を
図
り
健
康
と
福
祉
に

対
す
る
意
識
の
向
上
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

（
２
）
医
療
・
保
険
制
度
の
充
実
に

　
　 

つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
に
お
い
て
は
、
平

成
30
年
度
か
ら
国
保
の
財
政
運
営
が

市
町
村
か
ら
沖
縄
県
に
移
管
さ
れ
ま

す
。
制
度
の
移
行
に
伴
い
、
将
来
的

な
保
険
税
統
一
の
観
点
か
ら
適
切
な

保
険
税
の
設
定
に
つ
い
て
、
検
討
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

窓
口
業
務
や
保
険
税
の
徴
収
等
、
今

後
の
業
務
に
つ
い
て
は
変
わ
ら
な
い

た
め
、
き
め
細
や
か
な
対
応
を
心
掛

け
、
な
お
且
つ
財
源
の
確
保
に
つ
い

て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

医
療
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
健
康
づ

く
り
係
と
連
携
を
密
に
し
、
地
域
の

実
情
に
即
し
た
疾
病
予
防
の
取
り
組

み
や
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
等
、

医
療
を
適
切
に
受
け
る
よ
う
協
力
を

も
と
め
な
が
ら
、
医
療
費
の
抑
制
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）
地
域
福
祉
の
推
進
に
つ
い
て

　
地
域
福
祉
に
つ
い
て
は
、「
恩
納

村
第
３
期
障
が
い
者
計
画
及
び
第
５

期
福
祉
計
画
」
に
沿
っ
て
、
事
業
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
は
就
労
定
着
支
援
等

の
新
た
な
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
が
図
ら
れ
、
よ
り
個
々
の
ニ
ー
ズ

に
適
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
適
切
な

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
、
提
供

に
努
め
、
よ
り
良
い
支
援
体
制
を
構

築
し
て
い
き
ま
す
。

　
子
ど
も
の
貧
困
問
題
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
実
態
の
把
握
に
努
め
、
対
象

者
に
は
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
料

の
軽
減
も
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
消
費
者
生
活
に
関
す
る
問
題
に
つ

い
て
は
、
北
部
12
市
町
村
共
同
で
専

門
の
相
談
員
を
配
置
し
、
相
談
窓
口

の
周
知
及
び
チ
ラ
シ
等
配
布
に
よ
り

消
費
者
被
害
の
防
止
・
解
決
へ
と
つ

な
げ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
４
）
母
子
保
健
・
子
育
て
支
援
に

　
　 

つ
い
て

　
こ
ど
も
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
、

現
在
の
対
象
は
中
学
卒
業
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
高
校
卒
業

（
18
歳
）
ま
で
拡
充
し
、
保
護
者
の

負
担
軽
減
に
繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
共
働
き
世
帯
が
増
え
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
（
学
童
ク
ラ
ブ
）
の

利
用
ニ
ー
ズ
も
高
ま
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
小
学

校
等
の
公
的
施
設
内
へ
の
移
行
を
検

討
し
、
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
村
立
保
育
所
の
民
営
化
に
つ
い
て

は
、
過
去
に
検
討
会
議
が
持
た
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
間
、
平
成
28
年
度
・

平
成
29
年
度
と
２
か
所
の
認
可
保
育

園
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
村
内
の
保

育
環
境
も
変
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
、
民
営
化
に
つ
い
て
の
検
討
会

議
を
再
開
し
、
保
育
環
境
の
整
備
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
５
）
高
齢
者
福
祉
の
推
進
に
つ
い
て

　
平
成
30
年
か
ら
始
ま
り
ま
す
第
７

期
介
護
保
険
事
業
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
地
域
支
援
事

業
の
う
ち
の
包
括
的
支
援
事
業
を
段

階
的
に
充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
医
療
と
介
護
の
両
方
を
必
要
と
す

る
状
態
の
高
齢
者
が
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
、
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
、

人
生
の
最
期
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
地
域
の
医
療
・
介
護
の

連
携
を
進
め
、
認
知
症
に
関
す
る
施

策
も
拡
充
し
て
ま
い
り
ま
す
。
生
活

支
援
体
制
整
備
事
業
に
も
着
手
し
ま

す
。
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
配
置
し
、
各
字
の
特
色
を
生
か
し

た
、
地
域
で
の
高
齢
者
へ
の
支
援
活

動
、
手
段
の
開
発
を
順
次
行
っ
て
い

き
ま
す
。
在
宅
で
の
介
護
を
支
援
す

る
た
め
の
住
宅
改
修
等
の
高
齢
者
福

祉
事
業
も
引
き
続
き
充
実
さ
せ
て
ま

い
り
ま
す
。

3
保
険
・
医
療
・
福
祉
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（
１
）
農
業
の
振
興
に
つ
い
て

　
本
村
の
農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、

産
地
認
定
さ
れ
た
品
目
の
安
定
生
産

を
図
る
取
り
組
み
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
新
た
に
認
定
さ
れ
た
観
葉
鉢

物
の
品
質
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
長
野
県

川
上
村
と
連
携
し
た
「
シ
ン
カ
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
は
、
農
家

の
技
術
支
援
と
栽
培
面
積
の
規
模
拡

大
を
図
り
品
質
の
安
定
し
た
安
全
な

レ
タ
ス
の
地
産
地
消
の
強
化
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
昨
年
度
よ
り
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
、
パ
イ
ン
ア

ッ
プ
ル
に
つ
い
て
は
、
農
家
へ
の
種

苗
配
布
や
苗
の
増
産
を
行
い
産
地
化

に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
災
害

に
強
い
施
設
の
導
入
や
農
地
防
風
林

の
普
及
に
努
め
る
と
共
に
、
環
境
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
と
し
た
赤

土
流
出
防
止
対
策
等
の
自
然
環
境
保

全
に
配
慮
し
た
農
業
を
引
き
続
き
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
、
野

原
地
区
の
水
利
施
設
の
調
査
事
業
を

導
入
し
施
設
の
適
正
な
管
理
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
喜
瀬
武
原

地
区
に
於
い
て
は
、
貯
水
池
を
含
め

た
水
利
施
設
の
保
全
高
度
化
を
図
り

安
定
し
た
農
業
施
設
の
改
善
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
近
年
、
増
加
傾
向

に
あ
る
野
生
鳥
獣
等
に
よ
る
農
産
物

被
害
の
対
策
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
子
牛
価
格
の
高
騰
に
よ
る
畜
産

農
家
の
経
営
安
定
化
や
関
係
機
関
と

連
携
し
た
防
疫
対
策
等
の
強
化
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
２
）
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

　
拠
点
産
地
に
認
定
さ
れ
た
モ
ズ

ク
・
海
ぶ
ど
う
・
ア
ー
サ
の
安
定
供

給
を
図
る
た
め
に
、
昨
年
に
引
き
続

き
流
通
加
工
施
設
の
修
繕
等
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。
近
年
、
増
加
傾

向
に
あ
る
ダ
イ
ビ
ン
グ
客
の
需
要
に

対
応
す
る
た
め
に
、
仮
設
の
ト
イ
レ

を
設
置
し
漁
港
利
用
者
の
適
正
化
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
漁
協
や
地
域
か
ら
要
望
の

強
い
駐
車
場
・
公
園
整
備
に
つ
い
て

は
、
一
括
交
付
金
事
業
を
活
用
し
て

基
本
設
計
と
将
来
的
に
需
要
の
増
加

が
予
測
さ
れ
る
レ
ジ
ャ
ー
客
の
便
益

施
設
等
の
基
本
構
想
を
策
定
し
て
ま

い
り
ま
す
。
漁
港
海
岸
環
境
整
備
事

業
で
実
施
し
た
海
浜
公
園
の
施
設
等

の
機
能
保
全
計
画
書
を
策
定
し
施
設

の
適
正
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

「
サ
ン
ゴ
の
村
」
宣
言
に
伴
う
恩
納

村
サ
ン
ゴ
の
森
創
生
事
業
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。
恩
納
漁
港
に
お
い

て
は
、
漁
港
機
能
施
設
の
整
備
を
進

め
る
と
共
に
、
各
漁
港
に
於
け
る
適

正
な
施
設
の
保
全
・
維
持
管
理
に
努

め
、
更
な
る
水
産
業
の
振
興
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）
商
工
・
観
光
業
の
振
興
に
つ

　
　 

い
て

　
①
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て

　
本
村
事
業
所
の
ほ
と
ん
ど
が
中
小

企
業
・
小
規
模
企
業
・
小
企
業
で
あ

り
、
産
業
の
振
興
や
雇
用
の
確
保
に

と
ど
ま
ら
ず
、
魅
力
と
活
力
あ
る
村

づ
く
り
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在

で
す
。
商
工
会
と
連
携
を
密
に
し
、

経
営
の
安
定
化
や
売
り
上
げ
向
上
に

向
け
た
「
お
宝
認
定
制
度
」
な
ど
各

種
支
援
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
新

た
な
創
業
及
び
第
２
創
業
に
向
け
た

支
援
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
道
58
号
恩
納
南
バ
イ
パ

ス
の
全
線
供
用
開
始
に
よ
り
、
現
国

道
58
号
の
交
通
量
減
少
に
よ
る
商
工

業
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
海
岸
線
沿
い
の
「
お
ん
な
サ
ン

セ
ッ
ト
海
道
」
の
魅
力
を
発
信
す
る

と
と
も
に
、
観
光
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し

て
の
地
域
特
性
を
活
か
し
、
商
工
業

と
観
光
が
相
乗
し
た
一
体
的
な
振
興

を
図
り
、
観
光
客
を
含
め
た
入
域
拡

大
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

②
観
光
業
の
振
興
に
つ
い
て

　
平
成
29
年
の
沖
縄
の
入
域
観
光
客

は
約
９
３
９
万
人
で
、
５
年
連
続
過

去
最
高
を
更
新
し
て
お
り
、
本
村
に

お
い
て
も
新
た
な
ホ
テ
ル
建
設
を
含

め
観
光
客
の
増
加
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　
観
光
関
連
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
観
光
協
会
と
連
携
し
、
こ
れ
ま

で
実
施
し
て
き
ま
し
た
「
美
ら
海
花

火
大
会
」
や
「
サ
ン
セ
ッ
ト
ビ
ー
チ

フ
ェ
ス
タ
」
等
を
引
続
き
実
施
し
て

い
く
と
と
も
に
、
新
た
な
事
業
と
し

て
増
加
傾
向
に
あ
る
「
リ
ゾ
ー
ト
ウ

ェ
デ
ィ
ン
グ
」
の
誘
客
強
化
を
図
る

た
め
、
情
報
媒
体
の
作
成
や
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

村
民
に
も
観
光
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、
観
光
客
に
対
す
る
「
お
も
て
な

し
」
の
心
を
啓
蒙
す
る
た
め
、
情
報

媒
体
を
作
成
す
る
な
ど
普
及
啓
発
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
世
界
水
準
の
観
光
地
と
し

て
ふ
さ
わ
し
い
舞
台
づ
く
り
を
目
指

す
た
め
、
観
光
協
会
を
中
心
と
し
て

実
施
し
て
お
り
ま
す
沿
道
除
草
対
策

に
加
え
ま
し
て
、
海
浜
清
掃
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
沖
縄
振
興
特
別
推

進
交
付
金
を
活
用
し
、
沿
道
緑
化
等

推
進
事
業
や
観
光
地
に
お
け
る

W
i-Fi

整
備
事
業
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
万
座
毛
周
辺
活
性
化
施
設
整
備
事

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、

沖
縄
振
興
特
別
推
進
交
付
金
「
特
別

枠
」
を
活
用
し
、
観
光
・
交
流
拠
点

施
設
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

（
４
）
雇
用
対
策
に
つ
い
て

　
雇
用
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引

き
続
き
公
共
職
業
安
定
所
と
連
携

し
、
村
内
及
び
近
隣
市
町
村
の
求
人

情
報
を
役
場
内
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
示
し
、
村
民
と
村
内
事
業
所
と

の
雇
用
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
図
れ
る
よ

う
取
り
組
む
と
と
も
に
、
村
内
事
業

所
の
人
手
不
足
に
対
し
て
は
、
外
国

人
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
を
活
用

す
る
な
ど
、
関
係
機
関
と
連
携
し
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
５
）
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学

　
　 

の
推
進
に
つ
い
て

　
O
I
S
T
で
は
、
施
設
整
備
と
し

て
本
年
度
よ
り
第
５
研
究
棟
基
本
設

計
が
開
始
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お

り
、
規
模
が
拡
大
し
て
い
く
事
か
ら

ハ
ウ
ジ
ン
グ
整
備
が
急
務
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。村
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

特
に
オ
フ
キ
ャ
ン
パ
ス
ハ
ウ
ジ
ン
グ

整
備
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
沖
縄

県
と
連
携
し
、
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、「
こ
ど
も
科
学
教
室
」

に
つ
き
ま
し
て
も
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

充
実
を
図
り
、
村
内
幼
小
中
学
生
へ

科
学
に
親
し
む
機
会
を
提
供
し
て
ま

い
り
ま
す
。
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（
１
）
自
然
環
境
・
景
観
の
保
全
・

　
　 

育
成
に
つ
い
て

①
海
岸
の
保
全
管
理
に
つ
い
て

　
本
村
の
海
岸
は
、
観
光
立
村
を
支

え
る
貴
重
な
資
源
で
あ
る
と
同
時
に

村
民
の
憩
い
と
安
ら
ぎ
の
場
と
し
て

引
き
続
き
自
然
と
共
生
す
る
海
岸
環

境
作
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

②
河
川
の
管
理
及
び
整
備
に
つ
い
て

　
河
川
管
理
に
当
た
っ
て
は
、
安
全

で
良
好
な
自
然
環
境
の
確
保
に
努
め
、

前
福
地
川
（
前
兼
久
）
の
旧
水
門
の

取
り
壊
し
及
び
浚
渫
を
行
い
ま
す
。

　
河
川
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
安

富
祖
（
熱
田
）
の
福
地
川
の
整
備
に

向
け
た
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

③
景
観
の
保
全
・
育
成
に
つ
い
て

　
村
内
に
お
き
ま
し
て
は
、
順
調
に

推
移
す
る
観
光
関
連
の
施
設
整
備
計

画
が
、
今
後
も
増
加
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

　
本
村
の
自
然
景
観
は
、
村
民
の
か

け
が
え
の
な
い
財
産
で
あ
り
、
観
光

リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
大
切
な
資
源
で

も
あ
り
ま
す
。

　
本
村
の
豊
か
な
自
然
と
調
和
し
た

観
光
地
の
景
観
づ
く
り
が
最
も
大
切

な
事
で
あ
り
、「
恩
納
村
景
観
む
ら

づ
く
り
条
例
」
を
基
本
と
し
た
開
発

誘
導
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

④
サ
ン
ゴ
の
村
宣
言
に
つ
い
て

　
昨
年
度
よ
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
「
サ
ン
ゴ
の
村
宣
言
」
に
つ

き
ま
し
て
は
、
７
月
に
開
催
し
ま
す

第
35
回
う
ん
な
ま
つ
り
に
お
い
て

「
サ
ン
ゴ
の
村
宣
言
」
を
行
い
ま
す
。

「
サ
ン
ゴ
の
村
宣
言
」
後
は
、
村
民
、

事
業
者
、
行
政
が
相
互
に
連
携
し
、

サ
ン
ゴ
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
た
自
然
環

境
の
保
全
、
育
成
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

（
２
）
土
地
利
用
の
調
和
に
つ
い
て

　
①
恩
納
村
環
境
保
全
条
例
等
に
基

　
　
づ
く
土
地
利
用
の
誘
導
に
つ
い

　
　
て
　

　
本
村
の
美
し
い
自
然
環
境
の
保
持

と
良
好
な
集
落
地
環
境
形
成
を
基
本

に
恩
納
村
景
観
む
ら
づ
く
り
条
例
と

併
せ
て
村
内
の
無
秩
序
な
開
発
の
防

止
を
図
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ

た
土
地
利
用
用
域
の
見
直
し
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

②
住
宅
等
の
確
保
に
つ
い
て

　
本
村
で
は
、
若
年
層
の
定
住
を
促

進
す
る
た
め
の
住
宅
確
保
が
重
要
施

策
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。
新
た
に
定

住
促
進
係
を
再
編
し
、
こ
れ
ま
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
P
P
P
事

業
等
を
引
き
続
き
推
進
し
な
が
ら
地

域
、
民
間
事
業
者
等
と
行
政
連
携
に

よ
る
若
者
の
住
宅
等
の
確
保
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

③
軍
用
地
跡
地
利
用
の
促
進
に
つ
い
て

恩
納
通
信
所
跡
地
に
つ
き
ま
し
て

は
、
昨
年
度
よ
り
勢
高
排
水
路
整
備

事
業
を
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
引
き
続
き
跡
地
利
用
計
画
の
早

期
実
現
に
向
け
て
、
村
道
勢
高
２
号

線
整
備
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）
生
活
環
境
の
充
実
に
つ
い
て

①
道
路
の
整
備
及
び
維
持
管
理
の
充

　
実
に
つ
い
て

　
村
道
橋
梁
に
つ
き
ま
し
て
は
、
橋

梁
長
寿
命
化
計
画
に
基
き
喜
瀬
武
原

地
区
の
上
橋
の
実
施
設
計
及
び
谷
茶

区
の
新
島
２
号
橋
の
工
事
と
名
嘉
真

架
橋
の
下
部
工
工
事
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。
村
道
喜
瀬
武
原
11
号
線

及
び
村
道
勢
高
１
号
線
の
工
事
と
勢

高
２
号
線
の
設
計
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
安
全
で
快
適
な
交
通
環
境
の
た
め

に
、
村
道
を
万
全
な
対
策
で
維
持
管

理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

②
上
水
道
の
整
備
に
つ
い
て

　
本
年
度
も
第
３
次
拡
張
整
備
計
画

に
基
づ
き
、
仲
泊
配
水
池
建
て
替
え

に
伴
う
仲
泊
配
水
池
設
計
委
託
業
務

を
実
施
し
ま
す
。

　
今
後
も
安
全
で
良
質
な
水
道
水
の

安
定
供
給
を
確
保
し
、
水
質
管
理
の

充
実
、
施
設
の
管
理
強
化
を
行
う
と

と
も
に
漏
水
防
止
に
努
め
有
収
率
の

向
上
を
目
指
し
水
道
経
営
の
安
定
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

③
下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て

　
下
水
道
事
業
は
、
村
民
の
快
適
な

生
活
環
境
の
維
持
・
向
上
と
観
光
地

と
し
て
の
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全

を
図
る
う
え
で
重
要
な
生
活
基
盤
整

備
で
あ
り
ま
す
。
本
年
度
も
引
き
続

き
恩
納
第
２
地
区
の
管
路
工
事
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
宅
内
配
管
に
つ
い
て
も
継

続
し
て
村
民
へ
の
普
及
啓
蒙
に
取
り

組
み
、
接
続
率
向
上
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

④
緑
地
・
公
園
の
整
備
に
つ
い
て

　
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
と
し
て
使

用
し
て
い
る
各
字
運
動
場
等
の
機
能

拡
充
を
基
本
に
各
字
の
ご
意
見
を
伺

い
な
が
ら
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た

整
備
計
画
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑤
村
営
住
宅
の
整
備
及
び
維
持
管
理

　
に
つ
い
て

　
村
営
住
宅
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成
29
年
度
よ
り
繰
越
し
て
平
成
30
年

度
に
宇
加
地
地
区
の
村
営
団
地
工
事

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑥
ダ
ム
建
設
事
業
に
つ
い
て

　
安
富
祖
ダ
ム
の
建
設
に
当
た
っ
て

は
、
自
然
環
境
に
十
分
配
慮
し
、
地

域
住
民
の
生
活
の
安
定
及
び
洪
水
対

策
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り

ま
す
。
平
成
30
年
度
は
、
ダ
ム
本
体

工
事
及
び
洪
水
吐
工
を
引
き
続
き
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
４
）
環
境
衛
生
の
充
実
に
つ
い
て

①
ゴ
ミ
処
理
対
策
に
つ
い
て

　
恩
納
村
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計

画
に
基
づ
き
、
ご
み
の
発
生
抑
制
に

取
り
組
み
ま
す
。分
別
収
集
の
徹
底
、

不
法
投
棄
や
ポ
イ
捨
て
防
止
の
意
識

啓
発
を
図
り
、
監
視
体
制
の
強
化
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
最
終
処
分
場
の

改
修
事
業
と
し
て
、
造
成
工
事
に
着

手
し
ま
す
。

②
墓
地
整
備
の
促
進
に
つ
い
て

　
恩
納
村
墓
地
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

墓
地
の
無
秩
序
な
立
地
を
防
ぐ
為
墓

地
指
定
区
域
へ
の
個
人
墓
の
集
約
化

促
進
を
行
う
と
と
も
に
、
墓
地
整
備

に
関
す
る
届
け
出
の
周
知
を
図
り
ま

す
。

③
タ
イ
ワ
ン
ハ
ブ
対
策
の
強
化
に
つ

　
い
て

ハ
ブ
捕
獲
器
の
増
設
を
行
う
こ
と

で
、
咬
傷
防
止
対
策
に
努
め
ま
す
。

本
年
度
も
引
き
続
き
一
括
交
付
金
事

５

生
活
環
境
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業
を
利
用
し
、
駆
除
作
業
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

（
５
）
安
心
・
安
全
対
策
の
拡
充
に

　
　 

つ
い
て

①
消
防
・
救
急
の
充
実
に
つ
い
て

　
恩
納
分
遣
所
の
移
設
整
備
、
消
防

車
両
の
高
度
化
に
よ
り
、
地
域
住
民

及
び
観
光
客
等
に
対
す
る
救
急
業
務
、

火
災
へ
の
迅
速
な
対
応
が
な
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
引
き
続
き
老
朽
化
し
た

消
火
栓
、
防
火
水
槽
の
改
修
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
消
火
栓

の
設
置
の
難
し
い
地
域
に
お
い
て

は
、
初
期
消
火
に
対
応
で
き
る
消
火

用
設
備
の
設
置
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

②
地
域
防
災
の
推
進
に
つ
い
て

　
災
害
を
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は
不
可

能
で
あ
り
、
災
害
時
の
被
害
を
最
小

限
に
抑
え
る
「
減
災
」
が
防
災
施
策

の
基
本
で
あ
り
ま
す
。
本
村
は
、
海

岸
線
沿
い
に
集
落
が
散
在
す
る
地
理

的
条
件
に
あ
っ
て
は
、
住
民
一
人
ひ

と
り
が
自
ら
行
う
防
災
活
動
が
「
減

災
」
に
つ
な
が
る
最
善
の
策
で
あ
り

ま
す
。「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
を

適
切
に
分
担
し
地
域
の
自
主
防
災
の

取
り
組
み
や
事
業
所
と
連
携
し
て
防

災
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

③
防
犯
・
交
通
安
全
対
策
の
推
進
に

　
つ
い
て

　
平
成
25
年
か
ら
、
観
光
施
設
、
学

校
、
保
育
所
な
ど
、
順
次
、
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
平
成
29
年
度
の
学
校
周
辺
へ
の

11
台
を
加
え
、
55
台
の
防
犯
カ
メ
ラ

が
稼
働
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
児

童
生
徒
を
狙
っ
た
犯
罪
を
防
ぐ
た
め

に
も
、
引
き
続
き
、
石
川
警
察
署
、

関
係
団
体
と
連
携
し
防
犯
、
交
通
安

全
対
策
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

 （
１
）
住
民
自
治
の
推
進
に
つ
い
て

①
自
主
的
な
地
域
づ
く
り
の
推
進
に

　
つ
い
て

　
各
字
行
政
懇
談
会
で
の
事
業
要
望

等
を
踏
ま
え
た
地
区
事
業
計
画
書
を

引
き
続
き
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地

域
住
民
自
ら
地
域
の
課
題
解
決
の
取

り
組
む
支
援
や
地
域
興
し
活
動
を
行

う
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

②
公
民
館
・
地
域
交
流
施
設
整
備
に

　
つ
い
て

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
拠
点
と

な
り
ま
す
公
民
館
等
施
設
整
備
に
つ

き
ま
し
て
は
、
昨
年
度
、
特
定
防
衛

施
設
周
辺
整
備
調
整
交
付
金
に
よ
り

冨
着
区
公
民
館
整
備
事
業
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
仲
泊
区
に

予
定
し
ま
す
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昨
年
度
の
基
本
構
想
策
定
に
引
続
き
、

実
施
設
計
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

（
２
）
行
財
政
運
営
の
充
実
に
つ
い
て

①
行
財
政
改
革
の
充
実
に
つ
い
て

　
本
村
を
取
り
巻
く
環
境
が
目
ま
ぐ

る
し
く
変
化
す
る
中
、
限
ら
れ
た
財

源
の
な
か
様
々
な
行
政
課
題
に
的
確

に
対
応
し
、
効
率
的
な
行
政
運
営
を

達
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
村
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め

職
員
の
資
質
・
能
力
向
上
を
目
指
し

た
人
材
育
成
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

②
財
政
基
盤
の
強
化
に
つ
い
て

　
今
後
の
さ
ら
な
る
高
齢
化
に
伴
う

社
会
福
祉
費
や
公
共
施
設
の
老
朽
化

に
伴
う
修
繕
改
築
費
、
定
住
化
促
進

施
策
の
推
進
の
ほ
か
、
新
た
な
行
政

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
よ
り
歳
出
の
増

加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
現
在
の
と
こ

ろ
、
本
村
の
財
政
状
況
は
、
村
税
で

あ
る
自
主
財
源
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、

健
全
な
水
準
で
推
移
し
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
投
資
的
経
費
の
抑
制
と

村
債
の
新
規
発
行
の
抑
制
、
基
金
の

取
り
崩
し
の
抑
制
な
ど
中
長
期
財
政

計
画
の
遵
守
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
き
ま
し
て

は
、
今
年
度
、
同
様
に
地
元
特
産
品

の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
努
め
、
恩
納
村
の
魅

力
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

③
公
共
施
設
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

　
こ
れ
ま
で
村
民
の
福
祉
・
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
資
す
る
た
め
公
共

施
設
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
そ
の
一
方
で
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
変
化
、
多
様
化
す
る
村
民
ニ
ー
ズ

の
変
化
に
よ
り
十
分
に
活
用
が
な
さ

れ
て
い
な
い
施
設
に
つ
い
て
は
、
現

状
に
対
応
し
た
有
効
活
用
を
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

④
税
負
担
の
公
平
性
を
図
る
た
め

　
本
村
の
重
要
財
源
で
あ
る
村
税
に

つ
い
て
は
、
適
正
課
税
と
納
期
内
納

付
を
さ
ら
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
27
年
度
か
ら
、
沖
縄
県 

税
務

職
員
に
対
し
、
村
税
務
職
員
へ
の
併

任
辞
令
を
発
令
し
、
職
員
の
技
術
向

上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

県
税
職
員
の
指
導
を
受
け
徴
収
の
技

術
向
上
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら
滞
納
状
態

に
陥
る
方
も
お
ら
れ
る
の
が
現
状
で

す
。
世
帯
ご
と
の
き
め
細
か
な
納
税

相
談
・
納
税
指
導
を
実
施
し
、
個
々

の
生
活
状
況
等
の
調
査
を
十
分
に
行

っ
た
上
で
、
完
納
に
導
け
る
よ
う
納

税
意
識
の
高
揚
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

⑤
窓
口
業
務
に
つ
い
て

窓
口
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
皆
様
へ

引
き
続
き
充
実
し
た
　
サ
ー
ビ
ス
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
に
お
い
て
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むらの話題

　３月１０日、２２日に村内の小中学校で卒業式が行われ、合わせて２２９名
の児童生徒に卒業証書が授与されました。
　在校生代表が送辞で「いつも私たちを引っ張ってくれる先輩方はあこが
れでした」と語ると、卒業生は学校生活を振り返り「部活や行事を一緒に頑
張った後輩たち、いつも支えてくれた先生方や両親に感謝しています」と
述べました。学校生活での思い出を振り返るスライドショーでは涙と笑顔
があふれました。
　卒業生は在校生や先生方に見送られ希望あふれる新たな一歩を踏み出
しました。

恩納中学校

夢と希望を胸に 新たな出発 各小中学校で卒業式夢と希望を胸に 新たな出発 各小中学校で卒業式

山田中学校 仲泊中学校

安富祖中学校

喜瀬武原小学校
喜瀬武原中学校

卒業おめでとう

　２月１５日、国際交流人材育成事業の報告会が村役場で行われ、村内外の関係者や親戚が参加しました。
　海外移住者子弟等研修生は、昨年９月から２月までの約６か月間、日本語や琉球文化芸能など研修の成果と
村内外での交流の内容を報告し、派遣事業に参加した研修生は、恩納村を想う村出身者から熱烈な歓迎と各地
域の異文化に触れたことを紹介しました。
　修了書授与では、両事業で関わってきた人との思いが込み上げ、４名の研修生と村長が涙しながら行われま
した。研修生それぞれは、今後、各地域において恩納村と海外移住国との懸け橋となって、活躍することを期待
します。

恩納村国際交流人材育成事業報告会恩納村国際交流人材育成事業報告会
（恩納村出身海外移住者子弟等研修生受入事業・恩納村青年海外派遣事業）

村出身海外移住者子弟等研修生受入事業
研修生は、親戚や村民との交流や三味線、琉球料理など沖縄文化を学びました。

青年海外派遣事業
ブラジル・ボリビアで移民した方々と交流し絆を深めました

留学生サミットに参加 ツール・ド・おきなわのお手伝い 料理教室 合同研修

CAICO見学（ボリビア） オキナワ日本ボリビア協会訪問 日系３世４世の皆さんとの交流カンポグランデにて

かぎやで風を披露 研修生と関係者の皆さん 長濱茜さん、山城修吾さん

渡久地 ミシェル 清子 棚原 国広 アンドレ
ブラジルにて
アンドレの両親と ロンドリーナ空港にて
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産業まつりが開催されました！

　２月１０日、村産業まつりにおいて、川上犬の贈呈式が
行われました。
　贈呈式では、長野県川上村の藤原忠彦村長より長浜村
長へ、川上犬の雄と血統書が手渡されました。名前も発表
され『うんなレタ助』と命名されました。藤原村長は「最初
に名前を聞いた時、とてもいい名前だと感動した。友好姉妹犬として、恩納村民の皆様に可愛がっていただけ
ればと思います」と挨拶し、長浜村長は「川上村の貴重な川上犬を贈呈頂きまして、誠にありがとうございまし
た。両村の友好の証として大切に育てていきたいと思います」と挨拶しました。

　長野県南佐久郡川上村に伝わる純粋な日本犬。その昔、川上村の主

産業であったカモシカ猟で活躍してきた猟犬。昭和５８年、純血種と貴重

さを認められ、長野県天然記念物に指定。現在、全国にも３００頭前後し

かおらず、非常に貴重な犬です。耳や目が三角形で、赤柴・黒柴・白柴・赤

白の毛色を持つ、信州柴犬より体型がやや大きく精悍な、小型犬。

川上犬贈呈式

川上犬とは・・・

　２月１０日、１１日に村ふれあい体験学習
センターで第２０回恩納村産業まつりが開
催されました。
　会場には村内で生産・製造された商品
の販売やリゾートホテル自慢のカレー、友
好都市（石狩市・川上村・吉備中央町）の
特産品販売など多くの出店がありました。
また、「産業まつり」や「お宝認定」、「琉歌大
賞」の表彰式も行われました。
　ステージイベントでは、お笑いや音楽ラ
イブ、マグロの解体ショーなどが行われ多
くの来場者で賑わいました。

　村商工会女性部（當山美津部長、２３人）が旧正月前日の２
月１５日、村婦人の家でお節料理作りをしました。
　手作りによるお節料理を地域のお年寄りに提供することを
目的として、村内の８５歳以上で１人暮らし世帯のお年寄り１４
１人に宅配されました。女性部のボランティア活動の一環とし
て行われているこの活動は、今年で２６回目。部員のほとんど
が前日から食材の仕込み、調理や盛り付けをしました。お重に
は當山部長が詠んだ琉歌「戌年ゆ迎けて　からた念願ぬ　女性部ぬ想い　折に詰めて」が書かれた熨斗紙
が添えられ、當山部長は「喜んでもらえると自分たちもうれしくなる。お節料理も琉歌も楽しんでほしい」と笑
顔で話しました。
　食材は村内の農家や、おんなの駅「なかゆくい市場」からの提供され、配達には民生委員や自治会の協力
のもと、地域が一体となり取り組まれました。

　中学３年生を対象に、受験への不安・課題克服を目指す場として
開設された「未来塾」（主催：恩納村学力向上推進委員会）の閉講式
が３月1日、役場会議室で行われ、教育委員会や村内中学校代表生
徒、塾講師を務めた名桜大学の学生らが参加しました。
　未来塾は平成２３年度より開設され今年で７年目。本年度は昨年
９月から毎週火・木曜日に各中学校で大学生が講師となり、９１名が
受講しました。受講料は無料で使用するテキストについても村学力
向上推進委員会より無償で提供されました。
　各学校の生徒代表は「受験への不安が克服できた。全員合格を目指し最後まで頑張っていきたい」と意気込
みを語り、當山欽也教育長は「入学試験には万全の体調で臨んでください。合格するまでの努力と経験は高校
生活でも必ず役に立ちます」と受験生を激励しました。

　２月２４・２５日の両日、博物館で生涯学習講座等成果発表会が開催されました。
　両日に行われた展示発表では、講座（各種教室）経過報告写真や受講生が作成した革細工などの展示や各
種講座の皆さんによる舞台発表がおこなわれました。
　発表会は公民館などで講座を受講した生徒たちの作品を発表する機会として行われています。

生涯学習講座等成果発表会

高齢者へお節料理を届ける

未来塾閉講式
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住民の繋がりを大切にした居場所づくりとして「ゆうなカフェ」を開催いたします。
情報交換や仲間づくりの場として参加してみませんか？

お問い合わせ：村地域包括支援センター　☎  ９６６－１２０７

お申込み・お問い合わせ：村地域包括支援センター（役場福祉健康課内）
　　☎  ９６６－１２０７　（比嘉）

65歳以上からの健康づくり

アクティブシニアアクティブシニアアクティブシニアアクティブシニアアクティブシニアアクティブシニアアクティブシニアアクティブシニアアクティブシニア
健康づくりを目的とした「アクティブシニア教室」を開催します。

　運動器の機能向上を目的とした体操や栄養改善講話、口
腔機能改善講話、認知症予防講話などを組み合わせた複合
型プログラムです。（運動器の機能向上を目的とした体操
が主になります。体操は立って行うメニューが多くなって
います。）

４月10日から９月19日までの毎週火曜日と
水曜日の２コースでそれぞれ24回のプログラムとなっています。日 程

火曜日：谷茶・冨着・前兼久・仲泊・山田・真栄田・塩屋・宇加地地区
水曜日：名嘉真・希望ヶ丘・喜瀬武原・安富祖・瀬良垣・太田
　　　　恩納・南恩納地区

時　　間　午後２時から午後４時まで　　場　　所　総合保健福祉センター
参 加 費　無料
※送迎が必要な場合はご相談ください

『ゆうなカフェ』の開催について

【場  所】  喫茶ナビー （役場１階）
【対  象】  村内在住の方、または村内事業所にお勤めの方
【内  容】誰でも気兼ねなく集まって、ゆんたくや軽い運動・ゲームなどで一緒に楽しんでみ
　　　　 ませんか？認知症や介護の相談もできます。

午後３時～午後５時
（毎月第３水曜日開催）

日 時 ４月18日（水曜日）

※対象の曜日とは別の曜日に参加希望の場合は、申込みの際にご相談ください。

【お問い合わせ】
恩納村文化情報センター　

〒904-0415 恩納村字仲泊 1656 番地 8
℡：098-982-5432【HP】 http://www.onna-culture.jp

【休  館  日】  ２日、９日、16日、23日
【資 料 整 理 日】 19日

４月 休館日４月 休館日

● センターに関する情報は、ホームページで確認できます。

恩納村文化情報センター

恩納村文化情報センターだより  Vo l . 7 8

【学研プラス/2015　007.5/ガ】
　新年度だからこそ見直しておきたい、仕事の効率がアップする「手帳術」。
自分にあった手帳とは？すぐに役立つ便利技や目標達成のためのアイディアが
満載です。

『人生が変わる！ずるいスマホ仕事術 タブレット対応版』　タトラエディット//著
『使える！好かれる！ものの言い方伝え方マナーの便利帖』　澤野　弘//監修
『デスクワーク整理術』　オダギリ辰子//著

あわせて読みたい本

　4月23日の文化情報センター開館3周年イベン
トとして「おはなしリレー」と「クイズラ
リー」を開催いたします。皆様のご参加お待ち
しております。

文化情報センター
3周年記念イベント

「現代農業が教える野菜作りのコツと裏側」

2月4日、野菜作りに
関 す る 講 座 を 開 催
し、61名の方に参加
い た だ き ま し た 。
DVDの映像を見なが
ら野菜作りのコツや
応用など、すぐに使

える知識を学びました。
参加者からは「とてもわかりやすかった」「ま
た開催してほしい」などの声を多数頂きまし
た。今回使用したDVDは文化情報センターにて
貸出できますので、ぜひご活用ください。

　2月12日、ボード
ゲームのイベントを
開催し30名の参加が
ありました。ボード
ゲ ー ム を 通 し て コ
ミュニケーション能

力を培うことを目的に、ボードゲームの歴史や
概要、図書館との関わりを学び、実際に体験し
ていただきました。皆さまのご参加ありがとう
ございました。

体験してみよう！ボードゲームの世界

【イベント終了】

～おはなし会のお知らせ～

おすすめ
本4月の 『図解手帳術 すぐに役立つ基本＆便利技 

　成果が上がる！仕事の質アップ！夢がかなう！』

『野菜づくりのコツと裏側　1巻～2巻』
『畑の作業コツと裏技　1巻～3巻』DVD

４月からおはなし会の時間が変わります。
【日　時】　毎週土曜日　11：00
【場　所】　おはなしの部屋

１ 10：30～11：00
２ 11：10～11：40
３ 13：00～13：30
４ 13：40～14：10
５ 14：20～14：50

日時　４月21日（土）
会場　おはなしの部屋
参加費　無料（要受付）

【おはなしリレー】

日時　４月21日（土）、22日（日）
　　　10：00～17：00

【クイズラリー】
　クリアした方にはオリジナルグッズをプ
レゼント。

おはなし会スケジュール
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※固定資産税の納期限については、平成３０年 
　より１期分の納期限が４月末から５月末に変
　更になります。

派遣地域：アメリカ合衆国（西海岸を中心として、中西部までに亘る選定された地域）
派遣期間：夏休み期間中の約一ヶ月間
応募資格：(1) 村内に住所を有する者（本人とその保護者が恩納村に現に居住していること。）
　　  　　 (2) 村内の中学校（村出身で県内私立中学校に通う者を含む）又は、県内の高等学校に在　　
　　　　  学中で、英検３級以上の合格者であること。なお、TOEIC 等の他の検定については、お問　　
　　　　  い合わせください。
　　　　　(3) 将来、大学への進学、又は地域、青少年団体等において活発な活動が期待できる者。
　　　　　(4) 協調性を有し、主催者の計画に従って規律ある団体生活ができ、心身ともに健康な者。
　　　　　(5) 郷土の歴史、文化、芸能、音楽等に関心があり、ある程度の知識を有する者。
　　　　　(6) 保護者が賛同承諾した者で、かつ、在籍する学校長より承認を受けた者。
派遣人員：３名以内（応募者が多数の場合には、選考にて派遣者を決定）
　　　　　※要保護、準要保護世帯枠として１名別途派遣します。
必要経費：研修費約６１６,８００円 (研修費に諸経費を含んだ額 )
　　　　　（自己負担額：約１６６,８００円 ＋ 村補助額：４５０,０００円（研修生一人当たり））
　　　　　※要保護、準要保護世帯については全額補助。
　　　　　【研修費内訳】
　　　　　研修費 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ￥528,000
　　　　　諸経費計・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  ￥88,800
　　　　　　○燃油ｻｰﾁｬｰｼﾞ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ￥66,000 （H30年２月時点）
　　　　　　○ＥＳＴＡ申請料・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  ￥1,800
　　　　　　○渡航手続き代行料・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  ￥9,000
　　　　　　○米国出入国通行税等・入国審査料等・ ・ ・ ・ ・ ・ ￥8,000
　　　　　　○成田・羽田空港使用料・空港税等・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  ￥4,000
　　　　　※パスポート印紙代、任意の海外旅行保険料、準備に係る個人的出費、23kg を越える航空受
　　　　　　託手荷物料、国際電話料、お土産代等についても自己負担となります。
募集期間　４月２日（月）～４月２７日（金）　※土日を除く

お問い合わせ：教育委員会　社会教育課（比嘉）　☎ ９６６‒１２１０

●通知書の発送について・・・
　固定資産税・軽自動車税は５月上旬、村県民税は６月上旬の郵送を予定しています。
●納期限までに納付・口座振替の方は預金口座の確認をお願いいたします。納期限までに納付がない場合　
　は、延滞金（利息）や督促手数料が発生しますのでご注意ください。
●納付には、封筒の裏面に記載してある金融機関又はコンビニエンスストアにて納付してください。
　※コンビニエンスストアでの支払いは３０万円以下に限ります。

平成３０年度 村税の納付及び納期限について

平成３０年度
恩納村「アメリカホームステイプログラム」応募者募集

   
第１期  5月３１日 ７月２日
第２期  7月３１日 ８月３１日 
第３期 １２月２５日 １０月３１日 
第４期  ２月２８日 １月３１日

科目
納期別 固定資産税　    村県民税　   軽自動車税

納期限カレンダー

お問い合わせ：
税務課　☎ ９６６‒１２０６

政治家が選挙区内の人に、お金や物を贈ることは法律で禁止されてい
ます。また、有権者が寄附を求めることも禁止されています。

「三ない運動」「三ない運動」

お問い合わせ：選挙管理委員会　☎９６６－１２００

 　現在、障害児童福祉手当・特別障害者手当・経過的福祉手当受給中の方は平成３０年４月分に
より手当額が以下のとおり変更となりますので、ご了承ください。
　平成３０年４月分以降の障害児福祉手当、特別障害者手当、経過的福祉手当の手当額について
は、物価変動率（０.５％）を踏まえ、０.５％の引き上げとなります。
障害児福祉手当　１４,５８０円→１４,６５０円
特別障害者手当　２６,８１０円→２６,９４０円
経過的福祉手当　１４,５８０円→１４,６５０円

お問い合わせ：村役場　福祉健康課　地域福祉係　 ☎９６６－１２０７
沖縄県中部福祉事務所　地域福祉班　 ☎９８９－６６０３

障害児童福祉手当・特別障害者手当制度について

徹底しよう寄附禁止

◆ 政治家は有権者に寄附を贈らない！
◆ 有権者は政治家に寄附を求めない！
◆ 政治家からの寄付は受け取らない！

　県では、精神または身体の重度障害のため、常時特別の介護を必要としている方の負担を軽減するため、
在宅の重度障害児（者）に対して、障害児福祉手当・特別障害者手当を支給しております。

（平成３０年４月現在）

障害児童福祉手当
月額　14,650 円

　精神または身体に重度の障害があるため、日常生活において常時の介
護を必要とする２０歳未満の在宅の重度障害児で、福祉事務所長の認定
を受けた方。なお、以下の場合は対象となりません
　（１）施設に入所（通所を除く）している場合。
　（２）政令で定める公的年金を受給している場合。

特別障害者手当
月額　26,940 円

精神または身体に著しい重度の障害があるため、日常生活において常時
特別の介護を必要とする２０歳以上の在宅の障害者で、福祉事務所長の
認定を受けた方。なお、以下の場合は対象となりません。
　（１）施設に入所（通所を除く）している場合。
　（２）病院又は診療所に３ヶ月以上継続入院している場合。

支
給
対
象
者

支
給

制
限

 　手当を請求する方の前年の所得が一定金額以上ある場合、または同居している配偶者及び扶養
義務者の前年の所得が一定金額以上ある場合には、手当の支給が制限されます。

支
給

 　毎年２月、５月、８月、１１月の４回に分けて、その前月分までの３ヶ月分を届け出た金融機関
の口座に振り込みます。

申
請
手
続

　認定請求書に、住民票謄本の写し、認定診断書、所得状況届、所得証明書などの必要書類を
添えて、福祉健康課の窓口へ提出してください。認定請求書などは福祉健康課又は中部福祉事務
所地域福祉班にあります。
　申請に関する事など、ご不明な点は福祉健康課又は中部福祉事務所までお問い合わせください。

備
考

５月３１日
(全　期)
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　地震発生時における建築物等の倒壊等による災害を防止するため、平成３０年４月から恩納
村民間建築物耐震診断・改修等事業費補助事業を開始し、住宅の耐震化を支援します。

◆補助対象住宅
　恩納村内における一戸建ての住宅共同住宅など
※昭和５６年５月３１日以前に建築された住宅および同日において工事中であった住宅

◆対象事業
　①住宅耐震診断事業
　②住宅耐震改修設計事業
　③住宅耐震改修事業

◆対象者
　①住宅の所有者
　②住宅の借受人その他の当該住宅の所有者から本補助事業の実施について承諾を得た者
　③建物の区分所有などに関する法律第３条の規定による団体
　　（マンションの区分所有者（管理組合）またはその法人）

　☆詳しくは村ホームページまたは、建設課までお問い合わせください。

◆住まいの耐震化
　住宅の地震による被害を少しでも抑えるために住まいの耐震について考えてみましょう。
　※村では４月から住宅の耐震化を支援します。

◆すぐにできる、地震の備え

お問い合わせ：建設課　管理係　☎966-1203

恩納村民間住宅耐震診断・改修等事業費補助事業
平成３０年度から募集開始！

地震への備え
万一の事に備えて、慌てず行動できるよう、日頃から安全対策に心がけましょう。

●下水道接続可能地域
　喜瀬武原地区、山田地区 ( 山田、真栄田、塩屋、宇加地 )、恩納地区 ( 恩納区の一部、南恩納区 )

●下水道に接続するには宅内配管工事が必要となります！
　各家庭や事業所等が宅内から下水道管に生活排水を流すために、村が管理する公共マスまで
　の間の排水設備工事が必要となります。

●村からの補助金が活用できます！（工事にかかる費用は村からの補助金が活用出来ます）
　○恩納地区 ( 上限３０万円 )※沖縄振興公共投資交付金効果促進事業補助金含む
　○喜瀬武原地区 ( 上限１５万円 )、山田地区 ( 上限１５万円 )
　※喜瀬武原地区、山田地区は接続推進期限切れのため１５万円の補助となります。なお、既設
　　浄化槽の汚泥の汲み取り、撤去及び処分等については個人負担となります。

　廃棄物処理法では、「焼却禁止の例外」を除き、何人も廃棄物を焼却してはならないと厳し
く規制しています。そのため、家庭や事業場から出た廃棄物を野焼き又はドラム缶や一斗缶
などで焼却することはできません。また、小型焼却炉であっても、法で定められた構造基準を
満たさないものは使用できません。

外焼却は罰則の対象となり、５年以下の懲役
もしくは１，０００万円以下の罰金又はこの併
科、法人はさらに両罰規定で３億円以下の罰
金に科せられます。

お問い合せ：村民課　生活環境係　☎９６６－１２０５

お問い合せ：上下水道課　下水道係　☎９６６－1190

上下水道課 ( 下水道係 ) からのお知らせ

環境にやさしい下水道につなごう

野外焼却は禁止されています！

まずは、下記の排水設備指定業者に連絡！！
工事の見積もり、役場への補助金の申請等も業者が代行してくれます！

  事　業　所　名 住所・電話番号 事　業　所　名 住所・電話番号

（有）原電設工業
 瀬良垣２５０５番２ （有）新里建設 恩納２５３１番１

  ☎９６６－８１９１  ☎９６６－８３１３

當 亜 電 設（同） 
瀬良垣８２４番２ （有）向 設 備  安富祖１８４８

  ☎９６６－２８９７  ☎９６７－８２７７

（株）真栄田造園
 喜瀬武原３１４番１ 

（有）丸政設備
 仲泊８８０番地

  ☎９６７－８３３２  ☎９６５－２７６２

（有）又吉重機建設
 山田１３０５番地 

（有）名 城 組
 山田２３８4番地

  ☎９６４－３２４７  ☎９６４－３２２２

　地震が起きたときに、家具が倒れたり、物が落ちてきたりしないよう、家の中の「安全対策」も
しっかり考えて、できることからはじめましょう。
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お問い合わせ：恩納村博物館　☎982-5112

お問い合わせ：県運転免許センター ☎８５１－１０００

お問い合わせ：
日本赤十字社沖縄県支部　☎８３５－１１７７
福祉健康課　地域福祉係　☎９６６－１２０７お問い合わせ：石川警察署　☎９６４－４１１０

ご寄附ありがとうございました。

　みなさん知っていましたか？？4/16-4/22は「科
学技術週間」です。より多くの人に科学について関心
をもってもらい、日本の科学技術を応援していこうと
いう期間です。OISTも恩納村や沖縄県と共同で、展
示会を行います。あなたもこの機会に、少しでも科学
技術の世界に触れてみませんか？

日にち  4/16（月）～4/20（金）
場　所  OISTトンネルギャラリー

期日　４月２１日（土）、２２日（日）
場所　県立石川青少年の家　キャンプ場
対象　小学生以上の家族８組程度（２５名程度）
費用　一人あたり２，０００円
申込　４月１０日（火）～４月１７日（火）
　　　※電話にて直接お申し込み
　　　　ください。

期間　４月６日（金）～１５日（日）
４月１０日（火）は「交通事故死ゼロを目指す日」です。

日時　５月６日（日）　９：００～１３：５０
場所　県立石川青少年の家
対象　一般　２０名程度
費用　一人あたり８００円　※資料代、保険料含む
申込　４月２４日（火）～５月１日（火）
　　　※電話にて直接お申し込みください。

　恩納村教育委員会・博物館では歴史ロードを歩こう
事業を毎年５月の第２週土曜日に開催しております。
歴史の道　国頭方西海道を散策しながら関連する文
化財についてガイドの先生から説明があります。真栄
田の一里塚から多幸山のフェーレー岩をとおり山田グ
スク下を通り仲泊遺跡、博物館までの約３．５ｋｍを文化
財を見て、触れて、体験しながら歩いてみませんか。
　参加には申し込みが必要となりますので博物館まで
お問合せください。

　電子メールを通じ不特定多数に「サイト利用料が未納で、このままだと裁判になる」とかたり、お金をだまし
取る架空請求詐欺が相次ぎ、県内各所で被害が発生しています。

◆スマートフォンのメールを通じ「動画サイトの未納金がある。支払わなければ法的手続きを行う」と身に覚え
　のない未納金の請求を受けました。女性は、電話でやり取りをした犯人の男に対し、全く身に覚えがないと
　説明しましたが「未納金に身に覚えがないのなら、一旦、郵便局のATMから未納金全額を振り込んでもらっ
　た後、９５％返金します」と言葉巧みに言われ、現金３０万円を振り込んでしまい被害にあっています。

役場や保健所に連絡してください。ATMを操
作してお金が返ってくることはありません。
もう一度本人に確認しましょう。携帯番号が変
わった場合は詐欺の可能性があります。
あわてずに、
警察に相談してください。

　タカタ製エアバッグリコール未改修車は、平成３０
年５月以降、車検で通さない措置が施行されます。
　今すぐ車検証「メーカー、車体番号」を確認の上、
「検索システム」でリコール対象の有無、改修済みか
どうかチェック！

月 日 曜 　　　　  競 技 お よ び 会 場

４
 １ 日 駅伝（宇加地～安富祖校）
 ８ 日 

野球（赤間野球場） 【予備日】２２日、２９日 １５ 日 

５ ６ 日 
ソフトボール（赤間野球場） 【予備日】２０日、２７日　 １3 日 

６
 １０ 日 ボウリング（ドラゴンボウル）
 ２４ 日 バドミントン（安富祖校）

　車の運転に自信がなくなった方は、運転免許証の自
主返納をおすすめします。年齢制限はありません。運
転経歴証明書（手数料１，０００円）も同時に作れます。
運転経歴証明書を取得すると、指定された公共交通、
施設、店舗等で割引（年齢条件がある場合もある）が
受けられます。

　日本赤十字社は、災害や紛争に等により飢餓、貧困、
病気等に苦しむ人々を国際的に救護するとともに、国
内においても各種災害救護や輸血用血液の供給、医
療提供などをおこなっています。
　これらの赤十字活動は、毎年協力いただく会費と寄
付金を財源として行われています。
　赤十字奉仕団体員や自治会役員などが各家庭や事
業所に寄付金のお願いのために訪問しますので、ご理
解とご協力をお願いします。

お問い合わせ：沖縄科学技術大学院大学 
地域連携セクション ☎９６６-２１８４

科学技術週間展示

平成30年度 歴史ロードを歩こう

〇平成３０年 春の全国交通安全県民運動
石川地区出発式
日時　４月５日（木）　１５：００
場所　村コミュニティセンター

〇春の全国交通安全運動

スプリングキャンプ

春の石川岳登山体験

お問い合わせ：沖縄県立石川青少年の家
　　　　　　　☎９６４－３２６３

運転免許証の自主返納

赤十字活動にご支援を

国土交通省からの重要なお知らせ

リコール情報検索アプリ 検索

お問い合わせ：国土交通省タカタ専用ダイヤル
　　　　　　 ☎０３－５５３９－０４５２

・スマホ、タブレット用アプリ

体育大会予定表
※日程は変更になる
　可能性があります。

架空請求詐欺 県内で相次ぐ！

医療費や保険料を払い戻しますのでATM
へ行ってください。
おばあちゃん、オレだけど、助けてお金が必
要なんだ。
インターネットの利用料が未払いです。コン
ビニでギフト券を買って支払ってください。

◆対策◆こんな言葉にだまされないで！

還付金
詐欺
オレオレ
詐欺
架空請求
詐欺

不審メールや電話には絶対に従わない！ 警察や家族等に相談しましょう！

(株)平和 様及び
PGMホールディングス(株)様 より
 ２５万円

石川地区社交飲食業組合 様より
 ２万円

合資会社沖縄実業 様より
 ポータブルトイレ２台

長嶺自動車　株式会社 様より
 車両１台

 恩納村社会福祉協議会へ

一般
寄附

一般
寄附

物品
寄附

物品
寄附

開催日  ５月１２日（土）
　　　  9時～12時まで予定　博物館集合　
定　員  ５０名（定員になり次第締め切らせていただき
　　　　ます）
受　付  4月16日（月）～5月9日（水）
　　　  または、定員に達し次第。
～村民のみなさまのご参加をお待ちしております。～

＊OIST以外でも県庁ロビー、役場などで展示がありま
す。
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総人口　10,959 人 (+12)
男　　　  5,582 人 (+ 9 )
女　　　  5,377 人 (+ 3 )
世帯数　  5,125 人 (+19)

　海で魚やタコをついて捕る道具に銛（モリ）があります。銛にも一本

歯と三本歯があり、方言でンジュミまたはウジミなどと呼ぶそうです。

一本歯の銛はサンゴ礁の穴に隠れたタコや魚をとったりするために使

用されたといわれています。博物館第一展示室の恩納村の暮らしの

コーナーでご覧いただけます。

ンジュミ（一本銛）

恩納100 むらのきおくその九十
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村のひと
総人口　１０,９60（－ ３）
男　　　  ５,603（± 0）
女　　　  ５,３57（－ ３）
世帯数　  ５,121（＋ ３）
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